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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　⑤ ─

　　奈義町立図書館

　
奈
義
町
は
、
津
山
か
ら
国
道
五
十
三
号
線
を
鳥

取
方
面
へ
車
で
約
三
十
分
走
っ
た
、
秀
峰
那
岐
山

の
麓
に
広
が
る
人
口
七
千
人
余
り
の
、
の
ど
か
な

町
で
県
境
に
位
置
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
奈
義
町
立
図
書
館
は
、
「
将
来
、
奈

義
町
の
文
化
的
中
心
軸
と
な
る
よ
う
に
」
と
町
中

心
部
に
計
画
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
沿

い
、
奈
義
町
現
代
美
術
館
と
一
体
型
建
物
と
し
て

建
築
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
一
階
部
分
に
は
二
つ
の
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ

り
、
町
民
直
接
参
加
型
の
様
々
な
企
画
に
対
応
で

き
二
階
は
五
万
冊
収
蔵
可
能
な
開
架
閲
覧
室
に

な
っ
て
お
り
、
四
周
全
壁
面
が
天
井
ま
で
書
架

で
、
天
井
に
大
き
く
と
っ
た
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
ラ
イ

ト
か
ら
の
採
光
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
活
動
面
で
は
、
町
内
一
カ
所
あ
る
託
児

所
へ
職
員
が
毎
月
一
回
出
向
き
、
お
話
を

し
、
工
作
も
一
緒
に
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
取
り
組
み
に
町
民
か
ら
の
好
評
を
得
て

い
る
。

　
所
在
地
　
〒
七
〇
八
│
一
三
二
三

　
　
　
　
　
勝
田
郡
奈
義
町
豊
沢
四
四
一

　
電
　
話
　（
〇
八
六
八
）三
六
│
五
八
一
一

　
蔵
書
冊
数
　
約
四
万
八
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
五
万
冊

　
（
町
民
一
人
当
た
り
約
七
、
一
冊
）
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◇
当
館
で
の
収
集
の
開
始

　
昭
和
五
十
九
年
夏
に
岡
山
市
内
の
古

書
市
で
、
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
六
十
一
点

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
出
版
物

で
あ
る
こ
と
、
地
方
の
企
業
活
動
が
、

全
国
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
は
ぐ
く
ん

だ
文
化
的
、
歴
史
的
意
義
を
評
価
し

て
、
当
館
で
は
一
括
購
入
、
保
存
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
巻
の
収
集
に
乗
り
出

し
、
新
聞
や
雑
誌
を
通
し
て
、
全
国
に

寄
贈
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
収
集
を
開
始
し
て
か
ら
、
十
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
の

寄
贈
、
ま
た
古
書
市
で
の
発
見
、
購
入

に
よ
り
、
平
成
十
年
六
月
現
在
、
全
一

五
九
冊
の
う
ち
、

一
二
六
冊
を
収

集
、
保
存
し
て
い

ま
す
。
も
と
も
と

の
紙
質
が
悪
く
、

保
存
状
態
も
よ
く

な
い
も
の
が
多
い

た
め
、
貸
出
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
館
内
で
の
実

物
の
閲
覧
、
ま
た

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
よ
る
閲
覧
が

可
能
で
す
。

　
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
の
誕
生
と
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
、
坪
内
稔
典
氏
の
『
お
ま

け
の
名
作
　
カ
バ
ヤ
文
庫
物
語
』
（
い

ん
て
る
社
　
一
九
八
四
）
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
方
は

貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
全
巻
収
集
を
め
ざ
し
て

　
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
は
、
キ
ャ
ラ
メ
ル

の
お
ま
け
本
で
あ
っ
た
た
め
、
図
書
と

し
て
収
集
す
る
と
こ
ろ
は
、
全
国
の
図

書
館
で
も
少
な
く
、
カ
バ
ヤ
食
品
、
大

阪
国
際
児
童
文
学
館
で
は
、
ま
と
ま
っ

た
数
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
全
巻
収
集
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
当
館
で
も
、
三
十
三
冊
が
欠
号
に

な
っ
て
い
ま
す
。
御
自
宅
で
眠
っ
て
い

る
カ
バ
ヤ
文
庫
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

整
理
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

昭
和
五
十
九
年
よ
り
、
郷
土
の
文
化
遺

産
と
し
て
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
の
収
集
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
過
去
、
新
聞
や
雑
誌
等
に
も
何
度

か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
、
朝
日
新
聞
の
天
声
人

語
（
三
月
四
日
付
）
に
登
場
、
ま
た
、

中
国
新
聞
の
地
方
版
（
六
月
十
八
日

付
）
に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

◇
カ
バ
ヤ
文
庫
と
は
？

　
「
カ
バ
ヤ
文
庫
」
と
は
、
昭
和
二
十

七
年
八
月
か
ら
昭
和
二
十
九
年
に
か
け

て
の
約
二
年
間
、
岡
山
市
に
本
社
を
置

く
「
カ
バ
ヤ
食
品
」
が
、
キ
ャ
ラ
メ
ル

の
お
ま
け
と
し
て
、
毎
週
一
冊
の
ペ
ー

ス
で
発
行
し
た
児
童
文
庫
の
こ
と
で

す
。
当
時
十
円
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
買
う

と
、
中
に
文
庫
券
が
入
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
集
め
て
送
る
と
、
好
き
な
本
が
も

ら
え
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
も
満
足
に
手
に
入
ら
な
か
っ
た
戦
後

の
一
時
期
、
子
ど
も
た
ち
に
圧
倒
的
に

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
庫
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
ま
す

が
、
装
丁
は
Ｂ
６
版
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

で
、
カ
ラ
ー
刷
り
、
本
文
は
一
二
五

ペ
ー
ジ
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
カ

バ
ヤ
文
庫
」
の
作
品
は
、
国
内
や
外
国

の
子
ど
も
向
け
の
名
作
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
、
期
間
中
そ
の
数
は
全
十
二
巻

一
五
九
冊
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
発
行
部

数
は
一
点
あ
た
り
五
〜
五
十
万
部
、
総

発
行
部
数
は
二
年
間
で
約
二
五
〇
〇
万

部
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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小
野
光
右
衛
門

　
江
戸
末
期
に
西
洋
か
ら
入
っ
た
新
し

い
数
学
に
対
し
、
以
前
か
ら
わ
が
国
に

わ

さ
ん

あ
っ
た
数
学
を
和
算
と
い
う
。
戦
国
か

ら
江
戸
初
期
の
こ
ろ
に
は
、
築
城
な
ど

の
土
木
普
請
や
検
地
、
江
戸
時
代
に
は

商
品
の
売
買
、
金
銭
の
貸
借
、
土
地
の

さ
ん

測
量
や
暦
の
編
纂
な
ど
、
実
用
の
計
算

に
欠
か
せ
な
い
学
問
と
し
て
発
達
し
た
。

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
岡

山
県
内
に
も
和
算
家
と
し
て
知
ら
れ
る

人
々
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
小
野
光
右
衛
門
は
天
明
五
年
（
一
七

八
五
）
浅
口
郡
大
谷
村
（
現
金
光
町
）

の
庄
屋
の
家
の
生
ま
れ
。
父
が
早
く
死

去
し
た
た
め
十
七
歳
で
庄
屋
の
職
を
継

い
だ
。
公
務
精
勤
に
よ
っ
て
名
字
・
帯

刀
を
許
さ
れ
、
さ
ら
に
焼
失
し
た
蒔
田

か
そ
う

藩
役
所
の
再
建
の
際
、
家
相
や
地
相
を

調
べ
、
尽
力
し
た
功
績
に
よ
っ
て
大
庄

屋
格
、
つ
い
で
大
庄
屋
を
務
め
た
。
地

方
行
政
に
貢
献
す
る
こ
と
五
十
六
年
に

及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
間
、
光
右
衛
門

は
子
弟
の
教
育
に
も
努
め
、
多
く
の
子

供
た
ち
に
手
習
い
を
教
え
て
お
り
、
金

光
教
の
教
祖
金
光
大
神
も
十
三
、
四
歳

の
こ
ろ
光
右
衛
門
に
手
習
い
を
学
ん
だ
。

　
一
方
、
光
右
衛
門
は
若
い
こ
ろ
か
ら

数
学
を
好
み
、
は
じ
め
は
和
算
書
で
独

習
し
て
い
た
が
、
文
化
六
年
（
一
八
〇

九
）
二
十
五
歳
の
時
、
大
江
村
（
現
井

た
に
と
う
へ
い

原
市
）
の
谷
東
平
に
つ
い
て
本
格
的
にあさ

和
算
を
学
ん
だ
。
谷
東
平
は
大
坂
の
麻

だ
ご
う
り
ゅ
う

田
剛
立
の
塾
で
学
び
、
晩
年
郷
里
に

帰
っ
て
中
山
舎
と
い
う
塾
を
開
い
た
人

た
か
は
し
よ
し
と
き

は
ざ
ま
し
げ
と
み

で
、
高
橋
至
時
や
間
重
富
と
は
麻
田
塾

の
同
門
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
伊
能
忠

敬
が
「
谷
東
平
と
申
我
等
天
文
ノ
弟

子
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
平

は
伊
能
忠
敬
に
天
文
を
学
ん
だ
よ
う
で

あ
る
。

　
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
里
見
川
の

開
墾
に
か
か
わ
っ
て
、
阿
賀
崎
新
田
村

（
現
倉
敷
市
玉
島
）
と
の
間
に
訴
訟
が

お
き
た
時
、
村
の
代
表
と
し
て
江
戸
へ

く
だ
っ
た
光
右
衛
門
は
訴
訟
の
合
間
を

か
げ
や
す

ぬ
っ
て
幕
府
天
文
方
渋
川
景
佑
を
訪

ね
、
そ
の
高
弟
で
暦
作
り
御
手
伝
い
の

山
本
文
之
進
に
天
文
・
暦
学
を
学
ん

だ
。
次
第
に
光
右
衛
門
の
名
前
が
知
ら
つ
ち
み

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
陰
陽
道
の
土
御

か
ど門
家
か
ら
入
門
の
誘
い
を
受
け
、
嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
土
御
門
家
か

ら
入
門
状
を
受
け
て
い
る
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
に
は
和
算
の
入
門
書

け
い
て
き

「
啓
　
算
法
指
南
大
成
」
を
刊
行
、
出

版
部
数
は
一
七
〇
〇
部
に
及
ん
だ
と
い

う
。

　
和
算
の
発
達
は
数
学
の
定
理
や
問
題

を
描
い
て
奉
納
す
る
絵
馬
、
算
額
を
生

ん
だ
。
は
じ
め
は
、
定
理
な
ど
を
発
見

し
た
時
、
こ
れ
を
神
仏
の
加
護
と
感
謝

し
て
奉
納
し
た
も
の
が
、
後
に
は
自
分

た
ち
が
解
い
た
難
問
を
掲
げ
る
も
の
も

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
岡
山

県
内
で
も
二
十
余
面
の
算
額
が
知
ら

れ
、
吉
備
津
神
社
（
岡
山
市
）
や
総
社

市
の
総
社
宮
に
は
小
野
光
右
衛
門
一
門

が
奉
納
し
た
絵
馬
が
伝
来
し
て
い
る
。

　
県
内
で
は
、
小
野
光
右
衛
門
、
谷
東

平
の
ほ
か
に
も
原
田
元
五
郎
、
窪
田
浅

五
郎
・
善
之
、
片
山
金
弥
等
々
の
和
算

家
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
分

野
の
研
究
、
著
作
は
多
く
な
い
。
今
後

が
待
た
れ
る
分
野
で
あ
る
。

　
当
館
で
は
『
江
戸
時
代
の
数
学
』
や

『
和
算
入
門
』
な
ど
数
学
の
歴
史
を
紹

介
し
た
入
門
書
か
ら
、
江
戸
時
代
の
和

算
書
（
『
江
戸
初
期
和
算
選
書
』
ほ

か
）
ま
で
幅
広
く
閲
覧
で
き
る
。

　
岡
山
の
和
算
に
つ
い
て
は
、
『
和
算

と
岡
山
県
』
（
大
森
毅
）
、
『
備
中
の

和
算
家
と
算
額
』
（
岸
加
四
郎
）
等
の

ほ
か
、
県
内
の
算
額
や
和
算
家
を
紹
介

し
た
山
川
芳
一
の
労
作
『
岡
山
の
算

額
』
が
あ
る
。
ま
た
、
県
立
博
物
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
窪
田
浅
五
郎
・
善
之
の
資

料
を
紹
介
し
た
岡
山
県
立
博
物
館
の

『
研
究
報
告
第
十
二
号
』
に
は
、
浅
五

郎
と
か
か
わ
っ
た
岡
山
の
和
算
家
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
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平
成
十
年
度

　
「
現
代
作
家
の
眼
」
展

　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
芸
術
の
秋
に
二
つ
の
展

覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡

山
・
彫
刻
選
抜
》
中
央
展
で
、
九
月
三

十
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
岡
山
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
第
一
展
示
室
を
会
場

に
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
木
・

石
・
金
属
│
内
な
る
も
の
へ
」
と
し
て

素
材
を
限
定
し
た
も
の
で
、
二
十
四
人

の
作
家
に
よ
る
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確

な
展
覧
会
で
す
。

　
県
内
で
現
在
活
躍
中
の
作
家
の
、
力

作
を
御
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
二
つ
目
は
、
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡

山
・
洋
画
選
抜
》
巡
回
展
・
津
山
で
、

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
日
ま

で
、
津
山
市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル
を

会
場
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
感
動
│
内
な
る

も
の
へ
」
と
し
、
県
内
洋
画
界
を
代
表

す
る
作
家
の
秀
作
四
十
七
点
を
一
堂
に

集
め
て
展
示
し
ま
す
。
（
こ
れ
は
、
そ

の
後
、
高
梁
市
歴
史
美
術
館
に
も
巡
回

し
ま
す
。
）

　
ど
ち
ら
も
入
場
料
は「
無
料
」で
す
。

　
御
来
場
を
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

おしらせ�

小野光右衛門　画像
岡山県立博物館蔵
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(5

の
参
考
図
書�

当
館�

う
　
ち�

新
着
郷
土
資
料
紹
介

◆
日
本
美
術
館（
小
学
館
　
一
九
九
七
）

　
本
書
で
は
、
先
史
時
代
か
ら
現
在
ま

で
を
時
代
順
に
九
つ
の
章
に
分
け
、
そ

の
時
代
の
美
術
作
品
を
数
多
く
取
り
上

げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
美
術
の
ジ
ャ
ン

ル
で
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
た
り
、
美
術
の
原
理
や
モ

チ
ー
フ
、
美
術
の
機
能
と
意
味
に
つ
い

て
言
及
し
た
ペ
ー
ジ
や
、
部
分
写
真
な

ど
を
使
い
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角

度
か
ら
「
美
術
」
を
扱
っ
て
い
る
。

　
各
章
の
最
後
に
は
、
「
世
界
の
美

術
」
や
、
「
日
本
美
術
の
基
礎
知
識
」

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
巻

末
で
は
、
「
日
本
美
術
用
語
事
典
」

「
日
本
美
術
人
物
事
典
」
「
図
版
リ
ス

ト
」
「
索
引
」
を
設
け
、
幅
広
く
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

◆
ワ
イ
ン
６
カ
国
語
辞
典
（
柴
田
書
店

一
九
九
七
）

　
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
の
表
現
は
、
専
門

的
で
特
殊
な
用
語
、
独
特
な
言
い
回
し

が
使
わ
れ
て
お
り
、
理
解
す
る
の
が
難

し
い
。
そ
こ
で
、
ワ
イ
ン
の
専
門
分
野

で
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
千
五
百
語
を
厳

選
し
、
世
界
共
通
の
基
準
を
作
ろ
う
と

編
ん
だ
の
が
、
こ
の
辞
典
で
あ
る
。
日

本
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
六

か
国
語
版
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　
一
つ
の
日
本
語
の
見
出
し
に
対
す
る

五
か
国
の
相
当
語
を
一
度
に
見
ら
れ
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

◆
日
本
初
め
て
話
題
事
典
（
富
田
仁
編

著
　
ぎ
ょ
う
せ
い
　
一
九
九
八
）

　
本
書
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し

た
様
々
な
も
の
を
取
り
上
げ
、
「
初
め

て
」
「
始
ま
り
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
、
一
ペ
ー
ジ
に
一
項
目
ず
つ

紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
記
さ
れ
た
項
目
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、
お
年
玉
付
年
賀
ハ
ガ
キ
、
レ
ト
ル

ト
食
品
、
百
円
ラ
イ
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
、
缶
コ
ー

ヒ
ー
、
天
気
予
報
、
の
ど
自
慢
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
、
歩
行
者
天
国
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
形
あ
る
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
無
形
の
文
化
財
や
文
物
制
度
を
も

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
巻
末
に
は
索
引
も
掲
載
し
て
あ
る
。

会
編
　
哲
西
町
教
育
委
員
会
刊
　
一
九

九
八
　
九
一
頁

◇
備
中
吹
屋
吉
岡
鉱
山
事
業
報
告
　
下

巻
　
西
本
精
治
著
　
西
本
精
治
刊
　
一

九
九
八
　
五
〇
三
頁

◇
瀬
戸
内
・
山
陰
の
美
術
館
日
帰
り
の

旅
　
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
　
柳
生
尚
志

著
　
山
陽
新
聞
社
刊
　
一
九
九
八
　
一

五
八
頁

◇
神
社
孝
一
画
集
　
神
社
孝
一
作
　
神

社
恵
子
刊
　
一
九
九
八
　
一
四
二
頁

◇
備
前
焼
ベ
ス
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　

阿
部
出
版
刊
　
一
九
九
八
　
八
八
頁

◇ B
elle  98

　
夢
み
る
二
人
の
た
め
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
誌
　
山
陽
新
聞
社
刊

一
九
九
八
　
二
〇
七
頁

◇
企
業
ガ
イ
ド
み
ま
さ
か
　
99
　
若
者

の
定
住
化
推
進
委
員
会
編
　
若
者
の
定

住
化
推
進
委
員
会
刊
　
一
九
九
八
　
一

二
一
頁

◇
中
西
草
闘
画
集
　
原
田
純
彦
ほ
か
編

日
本
写
真
印
刷
刊
　
一
九
九
八
　
七
一

頁◇
旭
川
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
写
真
集
　
西

尾
総
合
印
刷
編
　
岡
山
商
工
会
議
所
刊

一
九
九
八
　
二
八
頁

◇
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め
　
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
と
そ
の
指
導
者
資
格
　
岡
山

県
教
育
委
員
会
ほ
か
編
　
岡
山
県
教
育

委
員
会
刊
　
一
九
九
八
　
三
八
頁

◇
準
歌
集
　
道
を
選
ぶ
　
三
木
一
徳
著

後
楽
印
刷
刊
　
一
九
九
八
　
三
二
〇
頁

◇
月
の
輪
古
墳
　
吉
備
考
古
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ィ
１
　
近
藤
義
郎
著
　
吉
備
人
出
版

刊
　
一
九
九
八
　
一
五
六
頁

◇
残
月
　
旧
道
を
訪
ね
て
　
三
宅
宜
士

著
　
田
中
平
版
印
刷
刊
　
一
九
九
八
　

一
一
二
頁

◇
有
漢
点
描
　
有
漢
国
民
学
校
図
絵
　

蛭
田
貞
夫
著
　
二
鶴
堂
刊
　
一
九
九
八

一
九
九
頁

◇
マ
ン
ガ
国
吉
城
物
語
　
南
一
平
漫
画

川
上
町
生
涯
学
習
推
進
本
部
刊
　
一
九

九
八
　
七
五
頁

◇
阿
新
人
物
紀
行
　
岡
山
空
港
の
利
用

を
促
進
す
る
阿
新
地
域
の
会
刊
　
一
九

九
八
　
十
六
頁

◇
ケ
イ
ン
ズ
に
先
駆
け
た
日
本
人
　
山

田
方
谷
外
伝
　
矢
吹
邦
彦
著
　
明
徳
出

版
社
刊
　
一
九
九
八
　
三
九
三
頁

◇
素
顔
で
あ
い
た
い
岡
山
の
旅
　
別
冊

旅
の
手
帳
増
刊
　
弘
済
出
版
社
刊
　
一

九
九
八
　
一
四
六
頁

◇
志
戸
坂
峠
　
歴
史
の
道
　
安
中
待
史

著
　
太
田
豊
穂
刊
　
一
九
九
八
　
一
二

七
頁

◇
哲
西
の
絵
馬
　
哲
西
町
文
化
財
シ

リ
ー
ズ
９
　
哲
西
町
文
化
財
保
護
委
員
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「
友
情
は
、
喜
び
を
二
倍
に
し
、
悲

し
み
を
半
分
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
通

り
、
確
か
に
人
生
に
と
っ
て
友
達
は
大

切
で
あ
り
、
共
に
喜
び
合
い
、
悲
し
み

を
分
か
ち
合
え
る
友
達
は
、
有
り
難
い

も
の
で
あ
る
。

　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
が
あ
り
、
同

級
生
が
い
る
。
そ
の
中

で
も
同
期
生
と
な
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
喜
び

や
悲
し
み
を
共
に
過
ご

し
た
体
験
を
持
ち
、
年

齢
に
応
じ
た
思
い
出
を

共
有
し
て
い
て
懐
か
し

い
。

　
近
年
、
私
が
最
も
多
く
行
動
を
共
に

し
て
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

は
、
高
校
時
代
の
同
期
生
で
あ
る
。

　
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
（
当

時
は
和
気
高
等
学
校
で
本
荘
校
舎
と
閑

谷
校
舎
が
あ
っ
た
）
を
昭
和
二
十
九
年

三
月
に
卒
業
し
た
私
達
の
同
期
会
を

ふ

く

わ

「
二
九
和
会
」
の
愛
称
で
呼
ん
で
い
る
。

　
私
達
は
、
日
本
最
古
の
庶
民
の
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
た
閑
谷
学
校
の
三
百

年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
わ
が
母
校
を
誇

り
に
思
い
、
友
情
を
暖
め
、
助
け
合
い

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
忙
し
く
活
躍
し
て
い
た

若
い
時
代
に
も
、
二
九
和
会
の
集
い
に

は
万
難
を
排
し
て
駆
け
つ
け
、
お
互
い

の
近
況
を
語
り
、
励
ま
し
、
助
け
合
っ

て
き
た
。

ほ
と
ん

　
大
学
時
代
の
友
達
は
殆
ど
が
同
じ
教

育
の
道
を
歩
ん
で
い
る
が
、
二
九
和
会

は
、
一
人
一
人
活
躍
す
る
分
野
も
環
境

も
異
な
る
友
達
ば
か
り
で
あ
り
、
彼
等

の
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
い
つ
も
新
鮮

な
響
き
を
も
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
、
親
し
み
と
安
ら
ぎ
を

覚
え
な
が
ら
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
私
の
視
野
を
大
き
く
拡
げ
て
く
れ

る
良
い
機
会
で
も
あ
っ
た
。

　
二
九
和
会
に
は
、
定
例
会
と
し
て
、

全
体
の
同
窓
会
、
関
西
支
部
、
関
東
支

部
の
総
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
等
が
あ
る
。

他
に
、
必
要
に
応
じ
て
集
ま
る
有
志
の

会
が
度
々
開
か
れ
、
こ
の
有
志
の
会
の

活
動
に
二
九
和
会
の
特
色
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
ゴ

ル
フ
仲
間
が
、
北
海
道
や
軽
井
沢
等
へ

の
有
名
コ
ー
ス
巡
り
を
計
画
す
れ
ば
、

ゴ
ル
フ
を
し
な
い
人
達
も
、
観
光
目
的

に
ぎ

で
同
行
し
、
一
層
賑
や
か
な
旅
に
な

る
。

　
ま
た
、
私
達
が
高
校
で
学
ん
だ
時
代

の
先
生
方
の
親
睦
会
が
今
も
続
い
て
い

て
、
当
時
の
教
え
子
で
あ
る
私
達
に
誘

い
が
あ
れ
ば
、
大
挙
し
て
押
し
か
け
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
、
先
生
方
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
先
日
は
、
某
新
聞
の
特
別
企
画
に
よ

る
「
わ
が
母
校
」
欄
へ
の
取
材
に
応
じ

た
急
な
集
い
に
も
、
大
勢
参
加
し
て
思

い
出
を
語
り
「
母
校
へ
の
熱
い
思
い
今

も
」
の
大
見
出
し
で
紹

介
さ
れ
た
。

　
私
達
も
既
に
還
暦
を

過
ぎ
、
長
年
苦
労
を
か

け
た
妻
に
、
何
か
で
報

い
た
い
と
、
ひ
そ
か
に

思
う
者
も
多
い
。
さ
り

と
て
二
人
で
何
を
す
べ
き
か
名
案
も
な

い
。
そ
う
い
う
仲
間
が
集
ま
っ
て
、

い
っ
そ
夫
婦
一
緒
の
小
旅
行
を
し
て
は

と
意
見
が
一
致
し
て
、
郷
土
の
文
化
遺

産
や
史
跡
の
探
訪
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む

会
も
始
め
て
い
る
。

　
い
ま
ま
で
、
共
に
歩
ん
で
き
た
二
九

和
会
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
楽
し
め
る
年
相
応
の
活
動
を
重
ね

て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
何
倍
も
豊
か

に
す
る
友
情
を
、
更
に
大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

「
人
生
を
豊
か
に
」

森
　
崎
　
岩
之
助

友
の
会
だ
よ
り

美
術
鑑
賞
旅
行
　
　
　
　
　

　
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
今
年
の
企
画
第
一
弾
は
、
美
術
鑑
賞

旅
行
で
す
。
行
先
は
、
「
逆
さ
大
山
」

で
有
名
な
植
田
正
治
写
真
美
術
館
、
紙

す
き
体
験
の
で
き
る
安
部
榮
四
郎
記
念

館
、
武
蔵
坊
弁
慶
の
修
業
の
地
と
し
て

有
名
な
鰐
淵
寺
等
で
す
。
出
雲
地
方
の

文
化
・
歴
史
・
自
然
を
満
喫

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

一
、
日
　
時

　
　
平
成
十
年
十
月
一
日（
木
）〜
二
日（
金
）

二
、
行
　
先

　
　
鳥
取
県
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
島
根
県
　
和
鋼
博
物
館

　
　
　
　
　
　
鰐
淵
寺
　
等

　
　
な
お
、
詳
細
は
別
紙
募
集
案
内
の

と
お
り
。

三
、
募
集
人
員
　
四
十
名
程
度

四
、
参

加

費
　
二
万
九
〇
〇
〇
円

五
、
申
込
期
限

　
　
八
月
二
十
八
日（
金
）ま
で

六
、
申
込
方
法

　
　
電
話
で
ご
本
人
が
（
会
員
番
号
・

氏
名
等
）
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
局

　
　
1
〇
八
六
│
二
二
四
│
一
二
八
六
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▼
上
甲
偉
さ
ん
（
元
岡
山
映

画
サ
ー
ク
ル
事
務
局
長
）
よ

り
、
機
関
紙
「
岡
山
映
画
の

友
」
が
創
刊
か
ら
終
刊
号
ま

で
全
冊
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
五
二
年
よ
り
十
八
年
間

の
同
会

の
歩
み
、

映
画
全

盛
期
の

作
品
が

紹
介
さ

れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
資
料
は
、
郷
土

資
料
室
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

▼
「
世
界
お
話
の
旅
」
中
国
編
を
七
月
二
十

五
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
キ
ク
・

ギ
ョ
ッ
カ
さ
ん
を
迎
え
、
中
国
語
を
交
え
た

民
話
の
読
み
聞
か
せ
や
、
中
国
に
つ
い
て
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
「
中
国
の
学
校
で
は
道
徳
の
時

間
が
あ
り
ま
す
か
。
」
「
中
国
の
親
た
ち

は
、
ど
ん
な
本
を
子
供
た
ち
に
与
え
て
あ
げ

ま
す
か
。
」
な
ど
の
質
問
が
積
極
的
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
講
座
が
終
っ
て
か
ら
も
、
ニ
ー

ハ
オ
！
サ
イ
チ
ェ
ン
！
シ
ェ
シ
ェ
！
な
ど
習

い
た
て
の
言
葉
を
早
速
に
使
っ
た
り
、
中
国

の
絵
本
を
手

に
取
っ

た
り

し
て

い
る

子
供

た
ち

の
姿

が
見

ら
れ

ま
し
た
。

期　　　日 

９/２～９/７(Ⅰ期)

９/８～９/13


(Ⅱ期)




９／15～９／20





９／22～９／27


９／30～10／11�




９／29～10／４


催　　　　　　　物


岡 山 県 美 術 展 覧 会
（書道部門）

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 美 術 展 

白 青 会 展 

チ ャ ー チ ル 会 岡 山 秋 期 展
竜 墨 書 道 会 展 

第23回　岡山県教職員美術展

（９／27：表彰式）

「現代作家の眼」�

　《アートウェーブ岡山・�

彫刻選抜》中央展�

’98岡山県本部展・第54回朝日写真展

第19回　南画清風会　選抜展


入　場　料

一　般　700円

学　生　300円

老人・会員　無料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料

無　　　料

無　　　料�

無　　　料
無　　　料

主　　　催　　　者

㈱ 山 陽 新 聞 社 



市 内 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

白 青 会 

チ ャ ー チ ル 会 岡 山 

竜 墨 書 道 会 


7岡山県教育職員互助組合 


岡山県総合文化センター�

「現代作家の眼」展�

実行委員会�

全日本写真連盟岡山県本部
南 画 清 風 会

展 示 室
第１展示室
・

第２展示室
第１展示室
第１展示室
第２展示室
第２展示室
第１展示室
・

第２展示室

第１展示室�

第２展示室
第２展示室

日(曜)

９／１C

９／５g

９／12g
９／13a

９／15c


９／19G

９／20A


９／23d


９／27a

催　　　　　　　物

集 会 室 （ ホ ー ル ） 抽 選 会 �

ロ ッ ク 演 奏 会

演 　 劇 　 公 　 演（School Aid）


ギター発表会(賛助出演：フラメンコダンス)

第294回　文化センター土曜劇場�

〈劇団ひびき公演：�

「きゅうりの花」〉�

平成10年度　寿 　 　 大 　 　 会

第42回　国 　 鉄 　 演 　 劇 　 祭

（「それでも、拝啓内閣総理大臣様」他）

時　　間

９：00～12：00�

13：00～16：30

18：30～20：00

14：00～15：30

13：00～15：00


18：30～20：30�

14：00～16：00�

10：00～16：30


13：00～16：00

入　場　料

───

無　　料


600円

無　　料

前 1,500円�

当 1,800円�

会員無料�

無　　料


1000円


主　　催　　者

岡山県総合文化センター総務課�

ロックンロールミュージック

劇 団 な な ひ か り

吉 岡 ギ タ ー 教 室

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �

岡 山 県 吟 剣 詩 舞 道 総 連 盟

岡 山 職 場 演 劇 集 団

　平成10年�
９ 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員

▼ホール（固定席282席）

※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です

▼ギャラリー�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。
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